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地球の進化研究の理解から科学哲学における自然な世界観を導くこと
A natural view of the World in philosophy of science provided by interpretation of the
Earth’s evolution history
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全地球史解読研究（1995-1997）において、地球史の概観をしめす指標として、大きな事件を並べた時代区分を提案し
た。その時代区分では、ヒトが科学を始めて宇宙の摂理を探りはじめた現在を第 7大事件の最中にあるとした。この地球
史上の第 7大事件におけるわれわれの対処すべき課題は、（１）地球環境の人為的変動までを含めた予測と制御の科学・
技術の問題から、（２）自然物としてのヒトとその知的活動の「生き継ぎ」継続にむけたわれわれ自身の行動の予測と制
御の政策判断・実行実務の問題にまで関わる。名古屋大学の環境学専攻では、社会環境・都市環境・自然環境の三つの分
野を統合して、このような問題にすべての側面から対処しようとしていると理解している。
　この目的には、自然科学と文系諸学との連携が必要であるが、これが簡単でないことは周知の経験的事実である。そ

れは、両者の間に発生してしまった溝をつなぐ適切なインターフェイスが欠損しているからであろう。テクニカルなイ
ンターフェイスは工学が果たしている。しかし、理念的、心理的、社会的な問題についての溝はおおきい。その原因を、
科学者の社会リテラシーと文系諸学者の科学リテラシーの欠損に求めるという構図はわかりやすい。しかし、この溝を
如何に埋めるかについての方策は明確でない。
科学を対象にする文系の学問である「科学哲学」にこのインターフェイスを期待して、科学者と哲学者の共同研究を

過去 3年近く継続してきた。その研究の一つの帰結として、「真善美を統合できる世界観の設計試作」を試みることにし
た。それには、経験的な科学に準拠した形而上学的規範を必要とする。その規範を�「宇宙（空間と時間）の摂理を探
る知的活動の継続性（われわれが生存を継続する＝生き継ぎ）におき、�その方法として科学を採用する、の二つとし
て、逐次接近したいと想定する目標の大枠としての「世界観」の設計を試みる。
これを大風呂敷だと見る批判がある。しかしその批判から生産される知的資産はない。われわれの最も必要としてい

る「共通のリテラシー」として、「有用な世界観」を真面目に追求する地道な積み上げが研究課題である、とわれわれは
考えている。
この研究の過程は、科学と哲学の学問的人的交流の自己実験であって、不毛にみえる感情的軋轢や論争をも乗り越え

て、概念や用語、発想の違いを理解し、集団知としてのより高度な知的生産手法を探索する体験と知恵の積み上げでも
ある。その感情的軋轢の中に、倫理や美学にかかわる根源的な問題点を、研究者生態学的、認知科学的にあらわにでき
ると考えられる。
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